1. 出力インピーダンスがRoである信号源 (電圧Vo) に，入力インピーダンスがRi である測定器をつないだ場合，測定される電圧はどうなるか求めよ．

2. [image: image1.emf]鳳－テブナンの定理

左図の回路に負荷抵抗RLを接続した場合に，RLにかかる電圧VLを求める

a. R2とRLの並列合成抵抗を求め，そこからVLを計算せよ

b. 鳳－テブナンの定理を使って等価回路に変換し，VLを求めよ

c.  a, b で求めたVLを比較せよ

3. 理想電圧源に要求される仕様 (出力インピーダンス，出力電流) について考える．理想電圧源とは，負荷に何をつないでも常に一定の電圧EOを出力するものをいう．

a. 電源の出力インピーダンスをROとし，負荷抵抗をRLとする．RLの両端にかかる電圧がEOと等しくなるためには，ROはいくらでないとならないか求めよ．

b. RLをどんどん小さくしていった場合 (負荷を重くしていった場合) 出力電流はどうなるか．負荷によらず一定の電圧を出力するため，理想電源に要求される出力電流容量はいくらか．

4. 出力電圧が異なる2台の理想電圧源を接続した場合どうなるか．流れる電流を求めよ．

5. 重ねの理を使った加算回路

a. 2つの理想電圧源 V1とV2を1対1で加算する回路を作る
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下図のように抵抗R1, R2を介してA，B間を接続した場合，Cに現れる電圧VCはどうなるか．なお，[image: image5.emf]D
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という記号は通常グラウンド(GND) またはコモン (COM) を表し，回路図上にあるこの記号の箇所は全て電気的に接続されているものとする．

(2) C点から見た左側の回路全体の出力インピーダンスZCを求めよ

(3) R1=R2=1kΩとし，C点に入力インピーダンスR3=1kΩの回路をつないだ場合，C点の電圧はどうなるか．重ねの理 (またはキルヒホッフの法則) を使って解いた場合と，鳳・テブナンの定理を使って等価回路に変換した場合とで同じ結果がでることを確かめよ．

(4) R1=R2=0 とした場合C点の電圧はどうなるか．

(5) 新たに理想電圧源V3をもう一つ追加し，3入力の加算回路を構成したい．この場合の接続方法と，接続した結果 (C点の電圧) を求めよ．

b. 入力信号にDCオフセットを与える回路を作る

DC電源と可変抵抗を利用して入力信号にDCオフセット電圧を与える下図のような回路は良く用いられるものである．

(1) [image: image3.emf]RL R2
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DC電源を5V，可変抵抗VR1を10kΩとした場合，可変抵抗に流れる電流と，可変抵抗で消費される電力を求めよ．

(2) R2側から見たVR1の回路の出力インピーダンスはいくらか．

(3) R1=1kΩとした場合，加算点Dに約±50mVのオフセットを与えるためにはR2の値をいくつにすればよいか
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